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　　　　　　　再定義 され る 「不 登校 」 問題
　 ペ ダ ゴ ジ ツ ク ・デ バ イ ス

ー 〈 教育〉 装置 の 変容 と流動化す る ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ー

山田　哲也 （宮城教育大学）

1 ．問題の 所在

　文部科学省の学校基本調査 に よ れ ば、近年一
貫

し て 増加傾向に あ っ た 「不登校1 児童生徒数が

2002 年度 より減少に転 じ、出現率もほ ぼ横ば い で

は あ る が同様の動きを示 して い る。「減少」論に批

判的な人々 が指摘するよ うに、い わゆる適応指導

教室 へ の 来所に加え、
一

定の 要件を満たし た民間

施設 に通 うこ とも 「登校」 とみ なすな ど 、 指導要

録上出席とする条件の緩和が こ の減少 の背景にあ

る こ とは確か で あ る。 しか しなが ら、これ らの動

きを含むかたちで 公式統計の トレ ン ドが変化 した

こ とは、不登校問題が新し い段階に 入 っ た可能性

を示唆 して い る。次節で 示 すよ うに 、不登校に 関

する言説 と実践が 生起する局面は、脱制度化を志

向するもの か ら再制度化に向か うもの へ と、そ の

性格を変えつ つ あ るよ うに思われ る。

　こ の ような制度の変化は、「不登校問題」を定義

し、「適切な対処 」の 方策を提示する専門知識の 編

成様式の変化と軌を
一

に して い る。1．D や ADIHD

を典型 とする新し い 「発達障害」 と不登校問題 と

の接合が焦点づけ られる
一

方で 、福祉問題 （被虐

待児の欠席）や非行問題 と不登校 とを結び つ ける

議論が再び強調 され つ つ ある。 従 来 の 研究が指摘

して きた心理主義化が さらな る展 開を遂げ る一方

で 、 他の領域の専門知識一社会福祉や教育領域（と

りわけ生徒指導領域）の 知識一が不登校問題を構

成す る
一

翼を担 う、こ の よ うな状況 の なか で 不登

校支援策が転換期を迎えてい る。

　と こ ろ で 、不登校支援策の あ り方は、不登校問

題 に 関する専門知識に 直接規定され るだけで なく、

種々 の施策に対する教育関係者や一
般 の 人 々 の 支

持を獲得すべ く、これ らの 知識 を元 の 文脈か ら切

り離 し、特定の 原理 に即 して編集を加えるそ の あ

り方
一

知識の再文脈化過程一か らも多大な影響を

受け て い る。親し い 不登校支援策が もた らす帰結

を探る有力なア プ ロ ー
チの

一つ に、専門家の 知識

が再文脈化される言説空間の特質を把握する こ と

があ る だ ろ う。

　本報告は 上記の 閙題意識の もとで、B．バ ー
ン ス

テ ィ ン の く教育〉装置論に依拠 しつ つ 、90 年代以

降の 文部 （科学）省 による不登校対策の 変遷を分

析し、専門家の 知識を用 い て 不登校問題が再定義

されるそ の あ り方を明 らか にする。そ の こ とを通

じて 、新 しい 不登校支援策がそ こ に向か っ て人 々

を水路づ ける く教育〉的ア イデ ン テ ィ テ ィ の 内実

を解明 し、近年 の 支援策が有する可能性 と危険陸

につ い て論 じた い 。

　不登校支援策 の 性格転換は、こ の 問題 の 当事

者 ・関係者 にどの よ うな影響を与え て い るの だろ

うか ？　 従来の学校教育が前提 とし て きた道筋 と

は 別様なライ フ コ ー
ス の 形成を試み る／そ うせ ざ

るを得ない 子 ども
・若者た ちを どの よ うなアイデ

ン テ ィ テ ィ 様式に水路づ けよ うとして い るの か 。

本報告における検討は 、
こ れ らの 問い を明らか に

す るため の 予備作業で あ る。

2 ，不登校支援の枠組み の今日的特徴

　不登校をめ ぐる問題構成 の 変化は、統計デー
タ

の 変遷だけ で はなく、不登校支援策の 今 日的な展

開からも うかがえる 。 分析に入 る前に、90 年代後

半以降の 主要 な変化の 特徴を整理 して みよう。

  民間の取 り組みのさらなる拡大

　90 年代後半以降の 不登校支援策の 展開にみ ら

れ る変化 の
一

つ は、民間の 取 り組みが組織化 の 度

合 い を
一層強めた点であ ろ う。 当事者を中心 に各

地で 活動す る支援団体の
一

部が NPO 化し、自ら

の 地歩を固める
一

方で 、都市部を中心に、進学塾 ・

予備校等の 旧来的な受験産業に よる、大検 （05年

度から高等学校卒業程度認 定試験に変更）受験や

高等学校の通信制課程における単位修得の サポ
ー

ト事業も浸透 し、非営利 ・営利部門 の 両者 ともに

活発な動 きを示 して い る。

  「不登校トラ ッ ク」 の拡充と再編

　 く 大検か ら高認 へ 〉 の変化に象徴されるよ うに、

教育行政が打ち出す近年の 不登校支援策で は、「不

登校」経験者 を主た る対象 と し た教育、比喩的に

表現すれ ば 「不登校 トラ ッ ク」 と言えるような別

立 て の教育履歴を可能にする制度の整備拡充が顕

著で あ る。高等学校の 多様化政策の 流れ の なか で 、

不登校経験者を主た る対象に した課程 が登場 した
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こ と、小 ・中学校段階にお い ても改革特区制度を

活用 して 、不登校児童生徒を対象 とした実験校が

発足 した こ となどは、こ う した動 きの 実例 で ある。

　他 方で、公 立高校 の 定時 制課程に統廃合の動き

が進ん で い る こ とか らも分か る よ うに 「不登校 ト

ラ ッ ク」 の 拡充は、公教育シ ス テ ム の なか で 、こ

れまで実質的に不登校経験者を支援す る役 目を担

っ て きた領域 の 整理縮小 とセ ッ トに な っ て い る。

  官民の相互連携の強ま り

　さらに特徴的な こ とは 、先に 示 した   、  の動

向が、官民の相互 連携の なかで進行 して い る点で

あ る。文部科学省が現在推進中の SSN 整備事業

で は、NPO との 連携や民間施設 に 関す る情報収

集 ・提示が事業の一角を占めるほか、去年度か ら

は文部科学省が NPO に不登校児の 学習カ リキ ュ

ラ ムや活動プ ロ グラ ム の 開発を委託す る取 り組み

が始まっ て い る。

3　不登校問題をめ ぐる再文脈化領域の 変化

1 ）バーン ス テ ィ ン の く教育〉装置論 （略）

2 ）オフ ィ シ ャ ルな再文脈領域の変化

　 バ ーン ス テ ィ ン に よれ ば、再 文脈化領域は、

ORF （オ フ ィ シ ャ ル な再文脈 化領域）と、PRF （〈

教育〉的再文脈化領域） に二 分され る 。 本報告で

は、ORF 領域の 変化を把握するため、文部 （科学）

省が登校拒否 ・不登校問題 へ の 対応を模索するた

め に組織 した二 つ の調査研究協力者会議の 報告を

比較検討 した （各報告は 92 年と 03 年 に示 され て

い る）。 結果 の 概略は表 1 に示す通 りで ある。

登校拒否 ・不登校問題 に関す る文部省 （当時）の

公 式見解の 転換として 多 くの 論者が指摘す る よ う

に、学校不適応対策調査研究協力者会議の 92 年

報告では、「登校拒否 （不登校）」 は 「どの 子 ども

に も起 こ り うる 問題」 との 認識が 示 され 、
「心 の 居

場所」 づ くりが対応策と して提唱 され た 。

　表に示すよ うに、92年報告における 「不登校」

カ テ ゴ リ
ー

の 分類の 値は従来よ りも弱ま っ た。ま

た 、
「学校復帰」を暗黙の前提 と しつ つ も共感 と受

容を強調する姿勢には、枠づけに つ い て もそ の 値

が弱ま っ た こ とを表す もの である。

　2003 年の 不登校問題に 関する調査研究協力者

会議報告に お い て も、92 年報告と同様 の 見解が維

持 されて い るもの の 、以前には見 られ なか っ た問

題構成が新た に追加 されて い る。

　第
一

に指摘で きる点は、再文脈化 され る知識 の

源泉が、以前よ りも広範な領域か ら求め られ るよ

うにな っ た こ とで ある。 今回 の 報告をま とめるに

あた っ て は、不登校経験者を対象に し た教育社会

学的な追跡調査 の 結果が
一

定の影響を与えてお り、

これ らを踏まえて 「進路問題 として の 不登校」 へ

の 対応 とい う新 しい 課題 が 提起された 。 また、児

童虐待をめ ぐる議論に目配 りされて い る点 、 さら

に 以前 と比 べ る と、臨床心理学 の 知識 よ りも、精

神医学 の 知識 （特 に 、
DSM 的な分類論）の 比重

が増 し てい る点も、今回 の 特徴 の
一

つ で ある 。

1992年「報告 」 2003年 「報告 」

再文 脈化 される

専門的知 識の

源泉
心理学

・
精神医 学的知識

心理 学・精神医学的な知識
（生物学 上 の要 因も重視 〉＋

社会学・社 会福祉 学 の 知識

再文脈化される
ローカルな知識
の特 質

学校現場から得られた知識
（具 体的取 り組 み の「ケー
ス」として言 及 され る）。

学校に加え、NPO など民間 諸

団体 が保 有 する ロ ーカル な知

識

規制言説 （知識
編成 の 原理 を
提供する主導
的言説）

心 の問題として の不登校／

学校復帰を前提 ；学校・専
門 家に対 する信頼 ない しは

依存

心の 問題 としての ・進 路 問題

として の 不登 校／ 「適応」「復
帰」の 多元化

「不登 校 功 テゴ

リーの 分類

一C （「どの子 どもにも起 こ り

うる亅）

一Ce／ウCi （rどの 子 どもに も起
こりうる」とい う認識は踏襲し

ながらも、不 登校状態の 子 ど
もを個別 に把握しようとする

志向性が強まると共に．被虐
待児 ・LD ・ADHD などの「逸

脱亅カテゴリーに よっ て 不 登校
現象 を分節化 して 把握しよう
とする傾向

・
不 登校対応に特

化したポス トの 配 置などがみ

られ る）

枠づ け （報告で

前提とされてい

る家族
一

学校
関係 のモ デル ）

一F（「共感」と「受容亅を強
調）：ただし、学校の 家族に

対 する優越が暗黙 のうちに

前 提とな っ ていた。

± F （「指導」か ら「支援」へ 表

現を改め 、学校が保護 者に

学ぶ 姿 勢 が強 調され る。他 方

で、「自律的な家族止、そう
で ない 家族を区 分し、後者に

対しては介入を辞さない。
「ネッ トワークによる対応 亅r実
鰕把 櫪 の徹 底 亅により、監 視

の 綱の 目はより繁密に なる）

　 　 　 　 表 1 調査研究協力者会議報告の 比較

　第二 に 、不登校カ テ ゴ リ
ー

の 分類 の 値に変化が

み られた。外的な分類の値の 弱 さは従来か ら継続

して い るが、「どの 子 どもにも起こ りうる」 不登校

に は様 々 な類型が ある こ とが強調 され 、 カテ ゴ リ

ー内の分類の 値が強ま っ て い る 。 当事者の家族に

つ い ても、子 どもの 教育に関す る独 自の判断を尊

重 して もよい と判断されるく 自律 した家族〉 と、

虐待問題 を抱える家族の よ うに、〈外部か らの 介

入が必要な家族 〉 とを区別 して捉 える枠組みが提

示 され、共感 と受容による対応が適用され るケー

ス とそ うでない ケ
ー

ス との 区別が強ま っ て い る。

　二 つ の 報告 の 変化に み る こ れ らの 特徴は、近年

の 「不登校 トラ ッ ク」 の再編の あり方 と密接に結

びつ い て い るよ うに思われ る （略）。

4 ，「不登校 トラ ック」 に よ っ て水路づけ られる

　く教育〉 ア イデン テ ィテ ィ の 特質 （略）

（省略部分 を含 む詳細 な資料 ・参 考文献 リス トは 当 日配布

します）。
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